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勘定科 目の分析に関する一考察II
荒 井 義 則
1は じめに
前稿')においてはF社(食 品を中心 とす る小規模の仲介業)の期中取 引(平
成5～7年 度)に ついて勘定科 目の観点か ら考察 した。企業 はさまざまな外
部環境 とその急速な変化 に対応 して 自らを発展 させてゆ く。外部環境 との相
互作用の大部分 は仕訳 という形式で会計的に記録 され るので、期中取 引にお
ける勘定科 目の分析は企業の発展 について新たな知見 を与 えて くれ る可能性
がある。
本稿 においては、 あ らたに得 られたF社 の平成8～10年 度の資料 につい
て、前稿 と同じように期 中取引の分析 を行 う。最初 に勘定科 目の出現頻度 を




グラフ1か らグラフ3は それぞれ平成8、9、10年 度の勘定科 目の出現
頻度である。各年度 とも 「現金勘定」の出現頻度が最 も高 く、 それ についで
普通預金、郵便預金、郵便為替、売上高、仕入高、支払手数料、通信費、短
期借入金な どの勘定科 目の出現頻度が高 い。 また、売掛金や買掛金の出現頻
度が非常 に少な く、手形 に関する勘定科目も皆無であることか ら、現金取引
が中心であると推定で きる。
さらに、上記 した勘定科 目(現 金、普通預金、郵便預金、郵便為替、売上高、
仕入高、支払手数料、通信費、短期借入金 な ど)以 外は出現頻度が極端 に少
な く、 これ らの勘定科 目により大半の取引が行われてい ると推測で きる。
このような傾 向は平成5～7年 度の場合 とほぼ同様な傾 向であ り、勘定科
目で見 る限 り、平成5～7年 度 と同様の経営がなされていた と判断できる。
3現 金残高の分析
グラフ4、6、8は 取引回数 と現金残高のグラフであるが、 この グラフで
見 る限 り、現金残高は確率変動的である。
グラフ5、7、9は 取引回数 と現金残高を両対数 グラフにプロッ トしたも
のであ る。 これ らのグラフを見 ると、一部分で直線状の変化が見て取れ る。
特 にグラフ7と グラフ9に おいては、直線部分がかな り長 く存在す るので フ
ラクタル分布の可能性が大 きい と思われる。 また、グラフ5、7、9に おい
て は、直線 と思われ る部分が複数個存在 し、各直線の傾 きが互いに異なるの
で、異なる指数 を持ったフラクタル分布が存在 している可能性 もある。臨界




前稿 と本稿でF社 の期中取引を勘定科目の分布 と現金残高の変化 とい う
観点か ら考察 した。考察 の目的は、経済物理学で用いられている確率変動や
フラクタルという概念を用いて企業が自己組織的に変化 してい く様子を数理
的に捉 えることができないか、 とい う こ とで あ る 。 この二稿の考察で目的が
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